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1.はじめに

大学生の慢性疲労に関する研究

赤津正人・池田さやか

角本富美嘉・西田百合

Key words:慢性疲労，大学生， 日常生活，コーピング

1999年、厚生省の疲労調査研究班が愛知県豊川保健所管内の 2 市 4 町を対象に15~65歳の

男女4000名に疫学調査を行なったところ、調査時に疲労感を自覚している人の割合は約60%

で、実にその半数を超える人々が半年以上続く慢性疲労を認めていることが明らかになった。

さらに、慢性疲労を認める人の半数以上が、疲労のために以前に比べて作業能力が低下して

いると感じていることも判明した。この調査によって、多くの人々が慢性疲労のために社会

生活や日常生活に支障をきたしている可能性が明らかになった。このことから、大学生の中

にも慢性的に疲労を自覚している人が数多くいると考えられる。

それでは、慢性的に疲労を自覚していると答える人と、自覚していないと答える人との聞

にはどのような違いがあるのであろうか。ストレス反応の一つである疲労(尾関・原田・津

田、 1994)の自覚に影響を与えている要因があるはずである。尾関・原口・津田の報告
(1992)では、積極的コーピングを数多く選択するほどストレス反応は低く、消極的コーピ
ングを数多く選択することとストレス反応の増大が互いに結びついているとある。このこと

からコーピング方略の違いが、慢性疲労の自覚に影響を及ぼす要因のーっとして考えられる。

他の要因として、大学生の日常生活の悩みと心配事に注目した。外山・桜井 (1999)は、

大学生を対象に行った調査で、ネガティブな出来事の経験が多いほど、ストレス反応が増大

していたことを報告している。ネガティプな出来事とは、自分に対する不満や悩み、人間関

係のトラブルに関するものである。このことから、大学生において、日常生活における悩み

や心配事が慢性疲労の自覚に影響を与えていると思われる。我々が大学生数十名を対象に行っ

た自由記述の予備調査では、「何をすればいいかわからなL、」・「やりたいことが十分にでき

ていない」・「生活に刺激がない」といった記述が目立つた。大学生のストレッサーを測定す

ることを目的として作成された尺度はすでに数多く存在する。例えば尾関 (1993)の「大学
生用ストレス自己評価尺度」は、大学生を対象に十分な予備調査も行った上で作成された尺

度であると思われる。しかし本研究では、大学生の日常生活の悩みと心配事を測定するため

に、ストレッサーだけではなく、ストレッサーに対する認知的評価を行っている項目を含ま

せる必要があると考えた。例えば、将来が不安であるとか、自分の性格が気にいらない等と

いった項目である。そこで、先に述べた尾関の尺度を参考にしながら、大学生の自分に関す

る悩みや心配事を含んだ大学生の日常生活尺度を作成することにした。

大学生の日常生活、コーピング方略、疲労感を慢性疲労の自覚に影響を及ぼす要因として
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検討することが本研究の目的である。青年期学生において、疲労感・不定愁訴などの種々の

自覚症状を訴える人が増加していると報告されて久しく(日教組、 1980)、学生の慢性疲労
の自覚に関連する諸要因はますます複雑化・多様化していると考えられる(門田、 1990)。
変化が激しく多様な価値観が存在する現代社会の中では、心身をともに充実させることが必

要である。したがって、大学生の慢性疲労の自覚に影響を及ぼす要因を明らかにすることは、

学生生活を豊かなものにするために重要な課題である。

II.方法

1.対象者・調査方法

近畿圏の大学に通う大学生を対象に質問紙調査を行なったところ210名から有効回答が得
られた。性別は、男性100名 (47.6%)、女性110名 (52.4%)で、平均年齢は20.63歳
(SD=1.97)であった。

2.調査内容

質問紙は、フェイスシートと慢性疲労の自覚を問う質問、疲労感尺度、コーピング尺度、

大学生の日常生活尺度によって構成されている。ここでは、その調査内容を記す。

(1)慢性疲労の自覚

「あなたは慢性的に疲労を感じていますか」との質問項目を設定し、「はい」・「いいえ」

で'回答を求めた。

(2)疲労感尺度

増田・野添・田中・真辺・志村 (1996)が作成した疲労度評価を疲労感尺度として用いた。
この尺度は、精神的疲労に関する10項目、疲労感(健康感)に関する 5項目、身体的疲労に
関する10項目によって構成されている。各項目に対し、「はい」・「いいえ」で回答を求めた。
「はい」の数を疲労度とし、「はい」の数が多いほど、疲労度が高い。

(3)コーピング尺度

尾関ら (1994)が作成したコーピング尺度を用いた。この尺度は、問題焦点型5項目、情
動焦点型3項目、回避・逃避型6項目の計14項目によって構成されている。各項目について、
r 0 :まったくやらない」から r3 :いつもしている」まで4段階評価で回答を求めた。
(4)大学生の日常生活尺度

尾関 (1993)の「大学生用ストレス自己評価尺度」と、久田・丹羽(1987)からの引用、
そして大学生数十名を対象とした自由記述の質問紙調査により、大学生にとって苦痛になっ

ていると推定される事柄を収集した。自由記述の質問紙調査においては、「人間関係」、「自

分に関して」、「日常生活」、「その他」の4つに関して苦痛となっている事柄を思いつく限り
記述するように求めた。自由記述で収集した項目から、個人的な趣味に関する事柄など、ご

く限られた人にしか該当しないと思われる項目を削除した。そうして78項目を、大学生の日
常生活尺度の予備項目とした。各項目について、その体験を r0 :体験なし」から r4 :非
常につらかった」まで5段階評価で回答を求めた。

3.解析方法

データ解析には、統計パッケージSPSSを用いた。



(1)慢性痕労の自覚への疲労感尺度が及ぼす影響の検討

ログスティック回帰分析を強制投入法で行い、慢性疲労の自覚の有無に影響を与えている

と思われる変数を特定した。従属変数には、慢性疲労の自覚の有無を用いた。独立変数には、

精神的疲労、疲労感(健康感〉、身体的疲労の 3つを用いた。

(2)慢性疲労の自覚への大学生の日常生活尺度とコーピング方略が及ぼす影響の検討

ログスティック回帰分析を変数増加法で行い、慢性疲労の自覚の有無に影響を与えている

と思われる変数を特定した。従属変数には、慢性疲労の自覚の有無を用いた。独立変数には、

大学生の日常生活尺度で得られた5因子の各因子得点と、コーピング尺度の問題焦点型、情

動焦点型、逃避・回避型のコーピング方略得点の計8変数を用いた。

E 結果

1.大学生の日常生活尺度の因子分析

78項目についての評定値から妥当な因子構造の抽出を行った。まず「全くつらくなかった」

から「非常につらかった」までを l点から 4点として得点化した。「体験なし」は l点とし

た。得点分布の偏った項目を分析から除外するために平均点が2.2以下の項目を削除した。

残った56項目に対して、主因子法・パリマックス回転を用い探索的因子分析を行った。因子

の内容や固有値を総合的に判断して 5因子構造であるとみなした。抽出した 5因子について、

各因子別に最尤法・パリマックス回転でステップワイズ因子分析 (Kano，& Harada， 2000) 
を行い、それぞれ5から 7項目を選択した。尺度全体としては28項目が採用された。最終的

な因子分析結果を表1に、各因子の適合度を表2に示す。

表1 因子分析結果

因子名(信頼性係数〕項目 因子負荷量

悶子1r人間関係」 友人、仲間から批判されたり誤解されたりした .72 
{α=.76) 友人との意見の相述、けんか、言い争い .69 

仲間の話題についていけなかった .56 
自分の考えが伝わらない .52 
人にうそをついた .51 
友人と遊ぶことが少なくなった .48 
目上の人にしかられる .45 

因子2r内的世界」 何をすればいいのかわからない .68 
(α=.80) 努カ不足 .63 

他の人と比較して劣等感を感じる .63 
やりたいことが充分にできていない .62 
将来の展望が不安 .61 
生活に刺激がない .51 
自分について考えることが多い .51 

因子3r実生活」 持っている衣服が少ない .69 
(α=.67) レポートができない .58 

お金がなかった .47 
掃除をするのがおっくうだ .44 
生活が不規則になった .43 
体調がよくない .43 

因子4r自分の容姿」 自分の体型で気に入らないところがある .97 
(α=.83) 自分の容姿に不満がある .76 

体重を気にしている .64 

因子5r通学」 通学時間が長い .70 
{α=.70) 通学中の朝夕のラッシュ .62 

交通の使が悪い .53 
睡眠時聞が少ない .26 
朝早く起きなければならない .23 
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表2 因子の適合度

GFI CFI RMSEA Chi-square 

因子1r人間関係」 .98 1.00 .02 14.55 

因子2r内的世界」 .98 1.00 .02 14.54 

因子3r実生活」 .99 1.00 .00 3.55 

因子4r自分の容姿」 1.00 .99 .10 .00 

因子5r通学」 1.00 1.00 .00 4.26 

2.慢性症労の自覚とその要因

(1)慢性疲労の自覚とその分布

「あなたは慢性的に疲労を感じていますか」という質問に「はい」と回答した人は119人

で全体の59.2%であり、「いいえ」と答えた人は82人で40.8%であった。「はい」と回答した

119人のうち、男性が68人で57.1%、女性が51人で42.9%であった。また「いいえ」と回答

した82人のうち、男性が29人で35.4%、女性が53人で64.6%であった。

(2)慢性疲労の自覚へ疲労感尺度が及ぼす影響

ロジスティック回帰分析の結果、精神的疲労 (β=.46，p<.Ol)と疲労感(健康感)(β= 
.90， p<.Ol)が慢性疲労の自覚の予測に有効であることがわかった。精神的疲労が高い人ほ
ど、慢性疲労が自覚されやすい傾向が見られた。また疲労感(健康感〉が高い人ほど、慢性

疲労が自覚されやすい傾向が見られた。結果を表3に示す。

表3 慢性疲労の自覚ヘ疫労感尺度が及!ます影響

変数 ログスティック回帰係数 オッズ比 p値

精神的疲労 .46 1.58 

疲労感(健康感) .90 2.47 

(3)慢性疲労の自覚へ大学生の日常生活尺度とコーピング方略が及ぽす影響

ロジスティック回帰分析の結果、内的世界 (β=.09，p<.05)と実生活 (β=.10，p<.05) 

が、コーピング方略では情動焦点型 (β=ー.24，p<.Ol)が、慢性疲労の自覚の予測に有効で
あることがわかった。このことから自分に関して思い悩んでいたり、生活に辛さを感じてい

たりする人ほど、慢性疲労が自覚されやすい傾向が見られた。また情動焦点型のコーピング

を用いる人ほど、慢性疲労が自覚されにくい傾向が見られた。結果を表4に示す。

表4 慢性疲労の自覚ヘ大学生の日常生活尺度とコーピング方略が及ぼす影響

変数 ロジスティック回帰係数 オッズ比 p値

内的世界 .10 1.03 .02 

実生活 .09 1.10 .04 

情動焦点、型 ー.24 .78 .00 

N.考察

1.慢性疲労の自覚とその分布

本研究で約60%の大学生が慢性的な疲労を自覚していることがわかった。小林ら (1999)
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の研究では、青年期男子学生の80%以上が何らかの疲労を訴えているとある。本研究におい

ては、 80%までには及ばなかったが、多くの大学生が慢性的な疲労を自覚していると考えら

れる。

2.疲労感尺度による慢性疲労の自覚の予測

疲労感(健康感〉の項目内容を見ると、「疲れがたまっている」・「一晩寝ても疲れがとれ

ない」などがある。慢性疲労とは、休息をとっても回復されずに蓄積される疲労(増田ら，

1993)であることを考えると、疲労感(健康感〉の項目には、慢性疲労について問うものが

含まれていると言えるだろう。そのため慢性疲労の自覚を最も予測する結果になったと考え

られる。

精神的疲労と身体的疲労については、精神的疲労のみ、慢性疲労の自覚の有無を有意に予

測する結果が得られた。精神的疲労を感じているかどうかが、慢性疲労の自覚を決定する要

因であると考えられる。産業疲労研究会 (1970)の「自覚症状しらべ」を用いた門田ら

(1985， 1987)の中学生の疲労自覚症状の調査では、「注意集中の困難」に関する項目の訴え

率が高い。「注意集中の困難」は、「考えがまとまらない」・ r~ ，らいらする」・「話をするのが

いやになる」・「することに間違いが多くなる」・「根気がなくなる」といった項目を含む10項

目で構成されている。これらは、本研究で用いた増田ら (1996)の疲労感尺度の精神的疲労

項目に対応していると考えられる。身体的疲労が慢性疲労の自覚に有効でなかった理由には、

今回の研究対象が大学生であり、概して年齢も若く、体力もあると推測されるため、身体的

疲労を感じにくい、あるいは、疲労を感じても、回復力にすぐれているため慢性疲労の自覚

に至らないという可能性が考えられる。

3. コーピング尺度・大学生の日常生活尺度による慢性疲労の自覚の予測

外山ら (1999)は、人聞が健康であるためには、出来事をよりポジティブに捉える訓練は、

ストレス反応を軽減するために重要であると述べている。情動焦点型コーピングによってa慢

性疲労の自覚の有無が予測されるということは、慢性疲労の自覚は出来事そのものよりも、

その出来事に対する考え方によって左右されるものであると考えられる。

大学生の日常生活尺度の中で、慢性疲労の自覚の予測に有効であった内的世界の因子は、

「何をすればいいのかわからない」、「他の人と比較して劣等感を感じる」、「将来の展望が不

安」などの 7項目から構成されている。このような事柄の原因に対しては、自分の力だけで

はどうすることもできず、対処が困難で、自分自身のあり方にも関係するようなものである

ために、慢性疲労に大きく関係するものと考えられる。外山ら (1999)は、日常出来事尺度
を用いた調査において、自己に関する出来事は健康状態に強い関連性を持っており、自己に

関するネガティプな出来事を多く経験する場合に、健康を損ねやすいことを明らかにしてい

る。外山ら (1999)の研究で用いられた日常生活尺度の「自己に関するネガティブな出来事」
は「自分に自信がなくなった」、「自己嫌悪におちいった」、「生活にはりがない」などの項目

からなる。これらは本研究で用いた大学生の日常生活尺度の内的世界と対応するものと思わ

れる。本研究では慢性疲労の自覚との関連を見ているが、内的世界は、大学生において、心

身の充実に影響を与える重要な要因であると考えられる。

実生活の項目内容を見ると、「レポートができない」や「掃除をするのがおっくうだ」は、
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精神的疲労の項目内容の「やる気がない」と関連があると考えられる。同様に、「生活が不

規則になった」や「体調が良くない」は、疲労感(健康感)の項目内容の「健康に自信がな

い」と関連があると考えられる。このことから、実生活の因子が慢性疲労に関連する精神的

疲労や疲労感(健康感〉に影響を与えるため、慢性疲労の予測に有効であるという結果が得

られたとも考えられるo

4.大学生の日常生活尺度について

大学生のストレッサーのみではなく、悩みや心配事も含んだ日常生活での出来事を測定す

る尺度は、先行研究にはみられなかったため、本研究で「大学生の日常生活尺度」の作成を

試みた。項目の選定にあたっては、尾関 (1993)のストレッサー尺度を参考にしたほか、基

礎データの収集を目的に大学生を対象として自由記述の調査も行ったため十分な項目を集め

た上で項目を選定することができたと思われる。自由記述の調査においては、大学生が「自

分について考えることが多い」や「他の人と比較して劣等感を感じる」などといった自分自

身に関する悩み事を多くあげていた。このような項目は、ストレッサー尺度の作成において

は、ストレス反応と区別がつきにくいことなど、から、尺度に含めることが避けられている。

しかし、今回作成した尺度は、これらの項目を積極的に取り入れることで、大学生の日常生

活全体を総合的に評価できるものになっていると思われる。本尺度の信頼性は.67から.83で

あり、尺度として使用する際に問題はないと思われる。

抽出された 5因子のうち、慢性疲労の自覚の予測に有効であったのは2因子のみであった。

通学と自分の容姿は、これまでの生活や人生の中でのa慣れや受容によって、慢性的な疲労に

至るまでは意識されないものとして捉えられていると考えられる。ストレス反応はコーーピン

グ方略だけでなく、認知的評価などの多くの要因によって影響を受けるという Lazarus& 

Folkman (1984)の指摘を考慮、に入れると、大学生が人間関係は重要なものであると評価し

ていることが考えられる。そうした評価によって、人間関係は、慢性疲労の自覚に影響を及

ぼしていないと考えられる。また有効であった 2因子のロジスティック回帰係数は.09と.10

と小さい。以上のことを考えると、我々が作成した「大学生の日常生活尺度」は、慢性疲労

の自覚の予測に役立つ尺度とは必ずしも言いきれないと思われる。これは今後の検討課題と

したい。

V.まとめ

本研究では大学生を対象に、慢性疲労の自覚に影響を及ぼす要因について調べることを目

的とした。慢性疲労の自覚に影響を及ぼす要因としては、疲労感、コーピング方略、日常生

活を考えた。日常生活については、大学生の日常生活を総合的に評価する既存の尺度は存在

しなかったため本研究において、「大学生の日常生活尺度」を作成した。この尺度は、人間

関係、内的世界、実生活、通学、自分の容姿の 5因子で構成されており、十分な信頼性を得

ることができた。

調査の結果、大学生において約6割が慢性的な疲労を自覚していることが明らかになった。

大学生の慢性疲労の自覚に影響を与える要因は、精神的疲労と疲労感(健康感〉、情動焦点

型コーピング、内的世界と実生活であった。これらを合わせて考えると、精神的な部分での

疲労が、慢性的な疲労の自覚に大きく関係しているものと考えられる。疲労が慢性的である
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かどうかを調べる際には、精神的疲労を感じているか否かを調べることが有効であるかもし

れない。また、情動焦点型コーピングによって、慢性疲労の自覚がされにくくなることから、

精神的疲労に関係するストレスにうまく対処するためには情動焦点型コーピングをうまく活

用する事が重要であると考えられる。

今回の研究では、慢性疲労の自覚に影響を与える要因として、疲労感、コーピング方略、

日常生活の 3種を設定した。しかし、認知的スタイルや行動特性、社会的支援などがストレ

スの緩和に有効である(佐々木、 2000)ことから、これらが慢性疲労の自覚の予測に有効で

ある可能性も考えられるo このため、このような側面を測る尺度を含めた研究デザインでの

調査を行っていくことが必要である。
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